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9. 錫製剤の多彩参出性紅焼，'J."リエー氏の議心
性環状紅臨，結節性抵踏に対する効果に就て
亀田威夫(横浜〉
退治 鮫島武臣 
1) 数年前横浜医大原田教授がエタイノキシール
の多形彦出性紅班に対する効果を誌上に発表してお
りましたが，私も追試しまして，好結果を得ており
ます。但し残念乍ら最近此の薬品は製造を中止して
おります。 
10.化粧品度麗炎の研究
竹内 勝，今井利一
最近化粧品に起因する女子顔面皮膚炎の多数見ら
れることからその原因のー端を追求した。 62例の症
例につき臨床観察を行い，その季節的安動からグリ
ーム中の蛍光物質と紫外線照射の相乗作用に着眼
し，市販クリーム中の鐙光度を測定，その原料につ
き検査した結果， グリーム中の蛍光物質はその大半
が香料に由来するものであることを知ったο叉グリ
{ムより鐙光物質のみを抽出し是を各%に稀釈し
家兎耳翼に貼布，紫外線を照射せる所，対照に比し
明かに発赤，毛細管拡張の強いことを知った。化粧
品に由来する皮膚炎の一因子として蛍光物質が充分
に考慮さるべきであると思惟する。
質問山崎勲 
1) 皮膚炎と melanosisfacieiの関係は如何で
すか。 
2) patch test が頭部と醇で出現に著しい差が
ありますか。
3) 健康人に patch-testをやって出現率を御覧
になりましたか。
答 竹内 勝 
山崎民の答余は未だ Eryth.recid. fac. femi-
nusの如く高度な色素沈着を来した経験はない。
Praus nitz-Kustner反応は目下実施中である。
坂本氏の答余は男子が理髪後に顔面皮膚炎は数
例知って居るが，反復出現する明かな化粧品皮膚炎
を経験して居なL、。恐らく従来我々が顔面湿疹とし
て居ったものにか主るアレルギー性皮膚炎があると
思う。
亀田氏の答 軽症はグリームを禁じ一般置しても数
日で治るが，通常明酸吸水軟膏叉はカーボ・ワッグ
スを用い赤外線の照射を行って居る。常用グリーム
として無蛍色の無香料のコールド或はヴアニシ y
グ・グリームを製り用いて居る。叉蛍光のないクリ
ームの製造に努力中である。
追加 坂本先生
化粧品皮膚炎と同様の皮膚疾患が男性にも相当に
見受けられる。しかも再発を摂返しておる為に高度 
凶める男性を経験す。'1のメラノージスを起し
特別講演
隠脱癌の臨露
皮15科教室百瀬剛一
勝脱癌治療法の趨移の概要を述べ自家経験 21例
を紹介す。
全例手術療法を行い， 3例は部分切除， 2例に骨 
]1徐を行った。之に関1例は際脱全易16除，1]盤臓器全易
連して行った尿管の処置は， s状結腸吻合例 17名，
廻腸跨脱を形成，之に吻合を行った者 l名である。
吻合術式は Co旺eyr法， Cordnier法， Nesbit 
法， Kell & Colby法等を用いた。
術後の経過は良好とは云い難いが，我々の症例の
大部分が癌腫の進行高度であった事は充分考慮せれ 
tまならぬ。
之等症例に就き術前，術後にわたり腎機能，血中
電解質，血清蛋白等に就き詳細な観察を行った。共 
結果術後尿管腸吻合部狭窄に基くと忠われる腎機能
障碍を起すもの多く，殆んど全例に hyperchlore-
mic・acidosisを証し叉血清蛋白減少を来す事を認
めた。 
従って予後改善には，適応症の撰摂が重要である 
事は勿論であるが，上記病的所見に対する対策を構
ずる事が必要である。
終に 47才男子に行った骨盤臓器全別除術を述べ
た(詳細は千葉医学会誌上発表の予定〕。
